
（様式１）

愛媛県立三崎高等学校
　学校番号( 37 ）

領域 具体的目標 評価 次年度の改善方策
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町や地域住民と連携して課題解決に取り組
み、町内外から集まる仲間と切磋琢磨でき
る環境の充実を目指す。全職員でグラデュ
エーション・ポリシー、カリキュラム・ポ
リシーを意識して地域全体が学びの場とな
るように工夫を続ける。

Ｂ

コミュニケーション能力のみならず、各ポ
リシーに対する意識を徹底させる必要があ
る。本校の取組目標が継続できるよう、引
き続き取組を進めていきたい。また、グラ
デュエーション・ポリシーを含めスクール
ポリシーを、生徒の実態に即した形に改訂
中である。

ＩＣＴ機器や業務改善ソフト等を有効活用
し、情報の共有を図るとともに、働きやす
い環境づくりのために良好なＰＤＣＡサイ
クルを生み出す工夫を教職員同士で意見交
換し、構築できるように取り組む。

Ｂ

職員室を機能的に席替えし、机上を整理す
ることにより、会話がしやすい環境の整備
を行った。職員同士のコミュニケーション
は活発になり、業務に関する意見交換も増
えてきている。価値のある会話となるよう
にしたい。

本校の危機管理マニュアル及び防災避難訓
練の在り方を随時見直し、地域と連携した
活動を行う。また、情報セキュリティに関
して、生徒・教職員にセキュリティポリ
シーの啓発に努める。

Ｂ

昨年度改訂したものをもとに、次年度以降
も引き続き検討を続け、運用していきた
い。例年行っている保小中高合同避難訓練
などを実施した際に、事後の検証を大切に
する。

学
校
経
営

評価項目 目標の達成状況

危機管理体制の充実

昨年度、学校防災教育実践モデル地域研究
事業に指定され、細部までマニュアルを点
検・改訂し運用している。情報セキュリ
ティに関しては教職員、生徒に対して、と
もにセキュリティポリシーの啓発に努め
た。

地域の方々との連携を密にして協力体制を
維持することができた。新学科の１・２年
生を中心にプレゼンテーションの機会が増
え、コミュニケーション能力が向上し、町
内外から集まる仲間と切磋琢磨できてい
る。

業務改善を目指す円滑な組織運営

校務支援システム等を活用し、各職員の動
向管理など情報を共有することができた。
早出・遅出を積極的に活用し、働きやすい
環境の整備につながったと考えている。業
務改善ソフトも積極的に活用できている。

※評価は５段階（Ａ：十分な成果があった　Ｂ：かなりの成果があった　Ｃ：一応の成果があった　Ｄ：あまり効果がなかった　Ｅ：成果がなかった）とする。

教育活動に関する方針に伴う活動

自　　　己　　　評　　　価　　　表

グラデュエーション・ポリシー（育成を目指す資質・能力に関する方針）

１　知識・技能
「学習能力」：幅広い知識と技能を学び続ける力
「言葉にする力」：自分のことばを紡ぎ、他者に伝える力
「自己変革力」：自身と周囲を変革する意欲

２　思考・判断・表現
「問題発見・解決能力」：自身と周囲・地域の問題を発見し、解決する力
「創造力」：新たなモノやコトを創造する力
「コミュニケーション力」：自身の考えを論理的・共感的に伝える力

３　主体的に学習に取り組む態度
「越境性」：自分の居場所から飛び出す勇気
「主体性」：自己調整をしながら行動を起こす姿勢
「多様性」：自他の個性を尊重し、受け入れる資質
「協働力」：礼節をもって誠実に多様な人と協働する資質

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針）

・自身の経験・体験を振り返り、自分の言葉を紡ぎ、経験・体験から人間力を得る学びを実
施する。

・教科学習・探究学習・実践学習においてSTEAM教育を実施し、それぞれをより進化・深化さ
せた学びを実施する。（教科横断型授業、地域を素材にした高度な探究学習を実現）

・先端的な技術や知見を取り入れ、プログラミング思考で実装する学びで、課題解決を学
ぶ。

・今の自身の立場を超えて、多様な立場と協働し、資源を獲得して事を為す資質と技能を探
究学習から学ぶ。

・公営塾と連携して、個別最適化された環境で、生徒が自己調整しながら自ら学ぶ力を育
む。（自己調整学習）

・本質・根源的な概念型カリキュラムや概念型学習で生徒が能動的な学習能力を育む。



公営塾とも連携し、高い目的意識と主体的
な家庭学習習慣を身に付けさせ、平均家庭
学習時間150分以上を達成する。
Ａ：150分以上　Ｂ：140分以上
Ｃ：120分以上　Ｄ：90分以上
Ｅ：90分未満

Ｅ

１人１台端末やスタディ・サプリ等を用い
て、平常時から継続的に学習する意識を向上
させていきたい。また、家庭学習習慣が身に
付いていない生徒に対しては学習方法から指
導していく必要がある。公営塾との連携も一
層図っていきたい。

教科学習・探究学習・実践学習においてＳ
ＴＥＡＭ教育を実施する。
Ａ：４回以上　Ｂ：３回　Ｃ：２回
Ｄ：１回　Ｅ：０回

Ｃ

来年度は、理科・地理歴史科に限らず、複数
の教科がそれぞれの学習内容や課題設定に応
じてＳＴＥＡＭ教育を年間４回以上実施する
ことを目標とする。各教科の特性を生かしな
がら学習内容を関連付け、生徒が多角的な視
点で課題を捉え、主体的に探究を深められる
授業づくりを進めることで、ＳＴＥＡＭ教育
の充実を図る。

漢検２級取得者２人、実用英検２級取得者
４人、商業資格検定３種目１級合格者２名
以上を目指す。
Ａ：８人以上　Ｂ：６人以上　Ｃ：４人以上
Ｄ：２人以上　Ｅ：２人未満

Ａ

意識付けや動機づけを継続して行い、公営塾
とも連携を図り、より高い資格検定合格を目
指させたい。また、漢検や商業資格検定にも
積極的に取り組ませたい。

身だしなみ指導を毎月１回実施し、毎回不
合格者０人を目指す。

Ｂ
普段から風紀委員会から呼びかけ・啓発を
行い、身だしなみを整える意識を高める。

毎月１回交通安全指導日を設け、通学路の
交通指導を行う。横断歩道の使用、自転
車・原付通学バイク生の無事故・無違反を
目指す。

Ａ
引き続き毎学期通学方法別集会を行い、バ
イク通学生については、月に１回集会を開
き、交通安全指導を行う。

地域に貢献する奉仕活動を１回、校内の環
境美化意識を高める奉仕活動を２回実施す
る。

Ａ
次年度も継続して地域とも協力しながら奉
仕活動に取り組みたい。

各クラスにおいて、各種専門委員を一人一
役経験させる。

Ａ
より活発な委員会活動が実施されるよう、
委員会発表の機会を設けるなど、工夫して
いきたい。

社会人やキャリアコンサルタントによる講
演会、企業説明会を年２回以上実施する。

Ａ
今年度同様、社会人基礎セミナー、南予企
業合同企業説明会などの実施でキャリア教
育の充実を図っていきたい。

進路情報を学期に１回以上発信し、進路意
識の向上を図り、生徒のよりよい進路実現
につなげる。

Ｄ
来年度は進路の手引きの活用、学期に１回
進路だよりの発行を行い、生徒への進路意
識を高める対策を行いたい。

進学、就職内定率100％を達成する。
Ａ：100%　Ｂ：95%　Ｃ：90%
Ｄ：85%　Ｅ：85%未満

Ａ
今年度同様、同様の活動を行いたい。た
だ、生徒のよりよい進路実現のために特に
夏季、冬季補習を改善したい。

生
徒
指
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生活指導の充実
毎月１回の身だしなみ指導は実施したが、
不合格者がいた。

奉仕の精神を養う教育の充実

主体性を育てる教育の充実

自転車通学生はいないが、使用する時はヘ
ルメットの着用するよう指導した。バイク
通学生集会を行いその都度バイク通学生を
集めて安全運転について指導した。全体を
通して、徒歩、自転車、バイクでの大きな
事故はなかった。

予定通り奉仕活動を行い、環境美化意識を
高めることができた。今年度は、ロータ
リークラブとも協働して作業することがで
きた。

各種専門委員を経験させることができた。

学
習
指
導

家庭学習の充実

平常時の平均時間は76分であり、目標を達成
することができなかった。昨年度より82分下
回った。生徒は放課後にゼミ活動や探究活動
に積極的に取り組んでいる一方、教科学習に
充てる時間が十分に確保できなかった可能性
がある。また、学習習慣の定着が不十分で
あったことから、定期考査に向けた計画的な
取組につながらず、目標達成に至らなかった
と考察される。

教科指導の充実

理科および地歴では、「地球環境問題とエネ
ルギー問題」を共通テーマとして、計２回の
ＳＴＥＡＭ教育を実践した。その結果、生徒
は複数の教科の知識を関連付けながら課題を
捉える姿が見られ、環境問題やエネルギー問
題を自分事として考える力や、持続可能な社
会について主体的に思考する力の向上につな
がった。

漢検２級取得０人、英検２級取得８人、商業
資格検定３種目１級取得０人であった。目標
を達成することができた。検定の合格に向け
て目標を立てて計画的に勉強したり、継続し
た勉強を続けていく必要性を感じた。

※評価は５段階（Ａ：十分な成果があった　Ｂ：かなりの成果があった　Ｃ：一応の成果があった　Ｄ：あまり効果がなかった　Ｅ：成果がなかった）とする。

キャリア教育の充実

多様な進路希望に
応じた指導の充実

１学期に進路の手引きの発行、毎学期大学
からのチラシを配布したが、ただ配るだけ
の形が多く、進路意識を高める対策があま
り足りなかった。
就職希望者全員の応募前職場見学実施、積
極的なオープンキャンパス参加、進学就職
補習の実施などで進路指導の充実をはかる
ことができた。

社会人基礎セミナー、南予企業合同企業説
明会の実施や大洲・内子地域合同企業説明
会に参加したことでキャリア教育の充実に
つなげることができた。

交通安全指導の充実

進
路
指
導



人権・同和教育ホームルーム活動の年３回
実施や年１回以上の人権講演会を通して、
人権意識の高揚を図る。

Ｂ
生徒の実態や要望に応じて講演会の内容を
検討していきたい。

人権委員会を中心とした生徒主体の啓発活
動を充実し、人権だよりを年６回以上発行
する。
Ａ：６回以上　Ｂ：５回　Ｃ：４回
Ｄ：３回　Ｅ：３回未満

Ａ
人権だよりの内容を人権委員会の生徒に考
えさせることで、より生徒の意識向上につ
ながる内容にしていきたい。

授業や講演会などを通してスマートフォン
やＳＮＳ等の適切な利用法を理解させ、他
者の人権を尊重する態度を育てる。

Ｃ
ＳＮＳ関連のトラブルが及ぼす影響を情報
や公民等の教科と連携しながら指導してい
く必要がある。

国際交流会等を通して異文化への関心を高
め、異文化を尊重する態度を育てる。

Ｃ
外国人差別や異文化理解についての講演等
を実施していきたい。

校内研修を年５回実施するとともに、校外
研修の活用や研修報告を通して、資質向上
を図る。

Ａ
ハラスメントや情報モラル、いじめ等、身
近で起こるトラブルの対応についての研修
を充実させていきたい。

年５回以上の研究授業や教員相互の授業参
観等を通して、授業改善に役立てる。

Ａ
時間割の変更等を効率的に行い、より多く
の教員が相互参観できる環境を作りたい。

生徒の健康課題に沿った「保健だより」を
毎月１回発行するとともに、主体的な生徒
保健委員会活動を目指し、ＳＨＲ発表や掲
示物作成等を積極的を行い、健康に関する
情報発信と意識向上に努める。

Ａ

生徒が主体的に活動できる委員会を継続す
るとともに、生徒の実態に応じた取り組み
や、達成感を得られるような実践方法を検
討していきたい。

生徒に対し、専門家による健康に関する講
話を開催する。

Ｂ
全校生徒を対象に、生徒の実態と健康課題
に応じた講話等を取り入れ、心身の健康管
理と意識向上に努めていきたい。

毎月１回衛生委員会を開催する。 Ａ
引き続き、教職員健康管理医とも連携しな
がら、感染症対策も含め、職場巡視を的確
に行っていきたい。

教職員に対し、メンタルヘルス等の講話及
び研修を年１回以上開催する。

Ｃ
教職員の健康相談の体制を見直し、充実を
図るとともに、メンタルヘルス等の講話や
研修を取り入れていきたい。

毎学期１回安全点検を実施する。 Ａ

今後も事務課と連携しながら、安全管理に
努めたい。安全点検簿について、点検項目
をチェックリスト化する等、確実に点検が
できるよう改善していきたい。

保健活動の充実

八幡浜保健所と連携し、食品衛生講話を実
施した。食品衛生の正しい知識を身に付
け、実践に繋げることができた。

毎学期の始業式、終業式、学年集会で生徒
への指導を行った。人権だよりにもＳＮＳ
利用時の注意事項を掲載した。

人権講演会や職員会議後のミニ研修を行い
教職員の資質向上を行うことができた。

人
権
教
育

人権学習の充実

年３回の人権・同和教育ＨＲと人権講演
会、デートＤＶ講座を実施することができ
た。

情報モラル教育の充実

４月から毎月人権だよりを発行した。人権
委員会が参加した研修の報告や、各学年の
ＨＲの振り返りを掲載することで啓発につ
ながった。

人権・同和教育ＨＲ活動や各教科の研究授
業を計画的に実施することができた。

異文化理解の充実
短期留学した生徒の成果報告を全校の前で
行うことで、異文化への理解を促すことが
できた。

現
職
教
育

研修の充実

安全管理の徹底
毎学期１回、防災の観点も含み安全点検を
実施した。速やかな事後措置により、安全
管理を徹底することができた。

保
健
・
安
全
管
理

毎月保健だよりを発行し、配布時には、保
健委員がワンポイント説明を行うことで、
生徒の興味・関心に繋げることができ
た。。全校集会においては、熱中症につい
て啓発を行い、健康意識の向上に努めるこ
とができた。

健康相談室だよりを掲示する等、心身の健
康に関する情報を提供することはできた
が、研修等は実施することができなかっ
た。

※評価は５段階（Ａ：十分な成果があった　Ｂ：かなりの成果があった　Ｃ：一応の成果があった　Ｄ：あまり効果がなかった　Ｅ：成果がなかった）とする。

衛生管理の徹底

毎月１回衛生委員会を実施し、教職員間で
の声掛けや、教職員健康管理医の助言等も
取り入れ、職場環境改善に努めた。



朝の読書を全員が確実に行い、読書に対す
る意識を向上させる。

Ｃ
図書室の本を週ごとにローテーションで学
級文庫に分配することで教室にいながら
様々な本に触れる機会を増やしていく。

図書委員会で「図書館だより」を毎月１回
発行し、図書館活動を生徒・保護者に啓発
する。

Ｃ
図書委員の生徒のおすすめ本や読書感想文
の優秀者の文章を掲載する等、年度始めに
毎月の掲載内容を事前に決めておく。

年間50冊以上の図書貸出者数10名以上を目
指す。

Ｃ
多読賞表彰や図書貸出クラスマッチを実施
する。

ホームページに月ごとの行事予定を掲載し
たり、三崎高校だより「花橘」を毎月発行
することで、学校行事や生徒の活動の様子
を伝えていく。

Ａ
生徒が参加する地域イベント等の情報が保
護者に伝わるよう、ホームページやマチコ
ミを使って発信したい。

オンラインを利用することでＰＴＡ総会等
の学校行事への出席率を向上させるととも
に、交流を深められる活動を企画する。

Ｂ

ＰＴＡ交流会については、開催時期や内容
などをさらに検討し、より多くの保護者が
参加しやすいものになるよう、検討を重ね
ていきたい。

光熱水費・消耗品費の節約を啓発するとと
もに、計画的で効果的な予算執行をする。
文具類等のリサイクルの推進に努める。迅
速かつ適正な事務処理をする。

Ａ
引き続き、節約の啓発や消耗品のリサイク
ル推進に努めていきたい。

定期的な校内巡視により、不良箇所の早期
発見・早期対応に努め、安全確保に努める
とともに施設の長寿命化を図る。
屋外環境の保全と美化に努める。

Ａ
修繕を要する個所で未対応の箇所について
は、予算の状況により順次対応していきた
い。

地域行事等への参加、年10回以上を目指
す。
Ａ：12回以上　Ｂ：10回以上　Ｃ：５回以
上　Ｄ：３回以上　Ｅ：不参加

Ａ
今年度は課内だけでなく、全教員で協力し
て地域行事等に参加する生徒の監督や引率
ができた。

各種コンペやコンクールに積極的に応募す
る。
Ａ：５回以上　Ｂ：３回以上　Ｃ：２回
Ｄ：１回　Ｅ：不参加

Ａ
校内で役割分担をし、生徒の関心に合わせ
て積極的にコンクール等に参加できる体制
を整えたい。

ＰＴＡ活動の充実

先生のおすすめ本の掲示等を行い、図書室
に入るきっかけづくりを行った。一定数の
来館があるが貸し出しにはつながらないこ
とが多い。

図
書
活
動

各クラスの学級文庫に担任が読んでほしい
本を設置することで読書意欲の向上に努め
た。連絡事項が多く、読書の時間を十分に
とれない日が続くことがあった。

図書だよりの発行により新刊図書の案内や
各クラスの貸し出し冊数を共有することが
できた。毎月の発行には至らなかった。

図書活動の充実

※評価は５段階（Ａ：十分な成果があった　Ｂ：かなりの成果があった　Ｃ：一応の成果があった　Ｄ：あまり効果がなかった　Ｅ：成果がなかった）とする。

環境整備と安全管理

校内巡視や教職員からの連絡により、不良
箇所の早期発見・早期対応に努めることが
できた。また、不要な樹木の伐採等、屋外
環境の美化に努めることができた。

事
務

教育行政職員としての
適切な業務の遂行

ＰＴ
Ａ活
動

確定した行事予定は翌月までにホームペー
ジに掲載することができた。生徒の活動の
様子はInstagram等も利用して発信でき
た。毎月発行の三崎高校だより「花橘」や
マチコミ等を通じて、保護者に必要な情報
を伝えることができた。

ＰＴＡ総会ではオンライン参加も募り、多
くの保護者に参加していただいた。本年度
ＰＴＡ交流会は、総合的な探究の時間の発
表会に合わせて実施し、生徒の活動の様子
を見ていただくことができた。

光熱水費等の節約を啓発するとともに、計
画的な予算執行をすることができた。ファ
イルの再使用等、リサイクルの推進に努め
ることができた。

地域
活動

地域と連携した取組
地域行事等に20回（今後の予定２回を含
む）参加するなど、意欲的に地域活動等に
参加することができた。

生徒の自主的な活動の充実

コンクール等に５回応募し、「うみポス甲
子園」３位、「まちづくりヒーロープレゼ
ン」３位、マイプロアワード地方大会進出
などの成果を収めた。


